
Ｂ Ｂ ＩＳ Ｓ７． ＢＢＩＳＳ事業立ち上げシナリオ
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Ｂ Ｂ ＩＳ Ｓ８．利用実証の基準をどこに求めるか！

８

データ伝送速度 速遅

価格

高

安

個人向けインターネットサービス比較
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地上ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ

＊ｂｅｓｔｅｆｆｏｒｔ

１．低価格・高速データ伝送による利便性



Ｂ Ｂ ＩＳ Ｓ

２．デジタルディバイドの解消
• ＦＴＴＨ，ＡＤＳＬとの補完による全国ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｨﾊﾞｲﾄﾞ地域への国、

地方自治体によるサービス提供
①国、地方自治体からの情報の平等な住民へのサービス供与
②利用者負担でのインターネット環境利用

3．国の諸官庁、地方自治体の利用効果
・携行型地上局による画像等の大容量伝送性／耐災害性検証
・ 国、地方自治体などの多点間の情報ルート構築による広域情報

（多地点災害現場～対策本部等）入手に関する検証

４．大容量データ伝送・ﾏﾙﾁｷｬｽﾄの利用効果
・ 企業他向大容量ﾃﾞｰﾀ伝送・ﾏﾙﾁｷｬｽﾄの技術検証／経済性評価

９

８．利用実証の基準をどこに求めるか！



Ｂ Ｂ ＩＳ Ｓ９．官民連携によるユビキタス社会の実現

情報の即時性・同時性を生かした全国一律な情報ハイウェーの構築

ＷＩＮＤＳ開発
利用実証実験

国による技術開発 民間からの実験参加

利用公共機関取りまとめ 民間による利用端末の開発

公共利用への補助・助成

民間利用者
の開拓

災害対策利用等
の積極的推進

経済的超高速インターネット網
の実現

デジタルデバイド地域の解消

e－ＪＡＰＡＮ構想の実現 地域の活性化

豊かな福祉社会の
実現

通信コスト削減に
よる経済の活性化

安心安全
の確保

企業の
活性化

Ｂ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
事
業
化

＜ユビキタス社会の実現＞

官の積極
的利用

経済
波及効果の
拡大推進

サービス価格の低減
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Ｂ Ｂ ＩＳ Ｓ参考 ＷＩＮＤＳ（超高速インターネット衛星）の概要

ＷＩＮＤＳは「ｅ－Ｊａｐａｎ計画」 における世界最高水準の
高度情報通信ネットワーク形成の一環として宇宙開発事
業団をはじめとして現在研究開発されている超高速インタ
ーネット衛星である。

衛星仕様概要

・ロケット：ＨⅡＡロケット

・打上重量：約４．９トン

・姿勢制御：３軸制御

・軌道：静止軌道

・打上時期：２００５年度（予定）
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